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cover story 1988年ベトナム民主共和国ハノイ
戦争中、爆弾の雨にさらされたハノイの空は、何事もなかったかのように晴れ渡っていた。1988

年、ユニセフ親善大使の黒柳徹子さんと訪れたこの街の小学校では、約20人の子どもたちが

民族衣装に身を包み、くったくのない笑みで私たちを迎えてくれた。約300万人の屍を乗り越

えて勝ち取った真の独立。この国は今ドイモイ政策により、キューバのカストロ首相が「ベトナ

ムに学べ!」と民衆に訴えるほどの経済発展を遂げている。

撮影：田沼武能 たぬま たけよし●1929年生まれ。『ぼくたち地球家族』など著作多数。
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